
授業科目 保 健 単 位 １ 履修対象 普 通 科 学 年 １ 

  目  標 

  個人及び社会生活における健康・安全について理解を深めるようにし、生涯を通じて  

自らの健康を適切に管理し、改善していくための資質や能力を養う。  

 授業概要 

   クラスの単位で教室での講義方式、グループ単位及び個人による調査・実習（視聴覚機材も利用）  

 

 到達目標 

      個人生活や社会生活における健康・安全に関する事柄に興味・関心を持ち、科学的に思考・判断  

   し、総合的にとらえることができるようにする。 

  評価方法   各学期毎の定期テスト・レポート・ノート・授業態度・授業出席状況  

                    授     業     計     画 

進行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月～ 

６月 

    授  業  内  容 

 ○オリエンテーション 

 

Ⅰ単元   現代社会と健康 

 １．私たちの健康のすがた 

 

 

 

 

２．健康のとらえ方 

 

 

   

 

 

 ３.健康と意志決定・行動選択 

 

 

 

 

４．健康に関する環境づくり 

 

 

 

 

５．生活習慣病とその予防  

   

 

  

 

   

５．食事と健康 

 

           目         標 

・１学年で何を学んでいくのか道筋を理解させる。 

 

 

・様々な健康指標や諸外国と過去の日本と比較し、現在の

日本の健康水準をとらえさせる。また、以前に比べ感染

症による死亡が減り、生活習慣病による死亡が増えてき

たことや、その変化の背景についても理解させる。 

 

・近年、健康に対する人々の関心は高まっている。しかし、

 「健康とは何ですか」という問いに答えるのは、それほ

 どたやすいことではない。そこで、WHOの健康の定義を

 はじめ、健康についての基本的ないくつかの考え方、と

 らえ方を理解させる。 

 

・健康にとって適切な意志決定・行動選択行うために必要な

 ことを学ばせる。影響を及ぼす要因や必要事項は何かを考

 えることによって、適切な意志決定・行動選択に繋がるこ

 とを理解させる。 

 

・教育と環境の両面から個人の健康づくりを支援するという

 ヘルスプロモーションの考え方を理解させ、また、健康に

 関する環境づくりにどのように関わればいいのかについ

 て理解を深めさせる。 

 

・生活習慣病の発病や進行の概要について理解させ、次い

で、発病を未然に防ぐことや早期発見・早期治療の重要

性についても理解を深めさせる。生活習慣病には今後の

より良い生活習慣が重要であることを、実感をもって認

識させる。 

 

・健康の保持増進にとって、食事は特に重要な要素である

と理解させるとともに、具体的にどのような食事や食生

活のあり方が健康に望ましいかを理解させる。 

 

 



  

 

 

 

４月～ 

６月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月～ 

１１月 

 

  ６．食事と健康 

 

 

 

 

 

７. 運動と健康 

   

 

 

８．休養・睡眠と健康 

 

 

 

○期末テスト・ノート提出等 

 

９．喫煙と健康 

   

 

 

 

10．飲酒と健康 

 

 

 

 

11．薬物乱用と健康 

 

 

 

 

1２．現代の感染症 

 

 

 １３．感染症の予防 

 

 

１４．性感染症・エイズとその予防 

 

 

 

１５．欲求と適応機制 

 

 

 

・健康の保持増進に食事は大変重要な要素であること理解

 させる。そのためにどのような食事や食生活が必要なの

 かを自分の生活を振り返りながら考えさえせ、また、今

 後の健康の土台となる食事について具体的に説明でき

 る力を付けさせる。 

 

・健康からみた運動の定義を学ばせ、健康維持のための運

 動について理解させる。また、将来にわたり運動を継続

 していくために何が必要なのかについて考えさせる。 

 

・健康の保持増進にとって欠かせない休養・睡眠の必要性

 を理解させ、休養・睡眠の時間確保のため、規則正しい

 生活習慣を心がける必要性について理解させる。 

 

・これまで習ったことについての理解度を確認させる。 

 

・喫煙の有害性について科学的に理解させる。また、喫煙

 への対策として現在なされていること、将来必要となっ

 てくることについて、個人のレベル、社会のレベルで説

 明できるようになれるようにする。 

 

・飲酒の問題に関して科学的に理解させる。また、飲酒の

 対策として現在なされていること、将来必要となってく

 ることについて、個人のレベル、社会のレベルで説明で

 きるようになれるようにする。 

 

・薬物乱用の問題に関して科学的に理解させる。また、薬 

 物乱用への対策として現在なされていること、将来必要

となってくることについて、個人のレベル、社会のレベ

ルで説明できるようになれるようにする。 

 

・新興感染症や再興感染症の流行の背景には、自然環境や社 

会環境の変化が関わっていることを理解する。 

 

・感染症の予防の原則について学び、一人一人の行動が感 

 染症の流行から社会を守ることに繋がることを理解さ

せる。 

・性感染症もエイズも自分が無関係ではいられない問題と 

 とらえ、各個人が具体的な対策を考えることができるよ

 うにする。 

 

・欲求が満たされない場合の心の変化や適応機制の働きを

 理解し、自分自身に当てはめて適応機制を説明できるよ

 うになる。 



 

 

７月～ 

 １１月 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２月～ 

  ３月 

 

 

 

 

 

 

１６．心身の相関とストレス 

 

 

 

 １７.ストレスへの対処 

 

 

 

 １８.心の健康と自己実現 

 

 

○期末テスト・ノート提出等 

 

１９．交通事故の現状と要因 

 

 

２０．交通社会における運転者の資

質と責任 

 

  

２１.安全な交通社会づくり 

 

 

 

 

２２．応急手当の意義とその基本 

 

 

 

２３．心肺蘇生法 

 

 

２４．日常的な応急手当 

 

 

 

 

○学年末テスト・ノート提出等 

 

 

一年間の総まとめと反省 

・心から体への影響と体から心への影響があることを理解

させるとともに、その影響は良いものも悪いものもある

ことを知らせる。 

 

・ストレスの意味やそのしくみを理解し、自分に合った方

 法を見つけ、ストレスをコントロールすることが心の健

 康を保つために重要であることを理解させる。 

 

・自己実現と心の健康との関係について学ばせ、自己実現

をはかるための目標設定や計画について考えさせる。 

 

・これまで習ったことについての理解度を確認させる。 

 

・交通事故の現状と要因について理解させ、交通事故防止

 に繋げさせる。 

 

・交通事故を防ぐためには、適切な行動をとる能力だけで

なく、生命を尊重する態度や責任の自覚こそが重要であ

ることを理解させる。 

 

・安全な交通社会づくりには、人々の安全を支えるような

社会や車両の改善も必要であることを理解させ、将来、

安全な車を選ぶことが安全な交通社会づくりに繋がる

ことを理解させる。 

 

・応急手当の効果について学び、その基本的な手順を把握

させる。緊急時の積極的な行動が人命救助に繋がること

を理解させる。 

 

・心肺蘇生法に関心を持ち、心肺蘇生法の正しい技術を習

得させる。 

 

・けがや熱中症の応急手当の方法を身につけさせ、適切な

 判断が出来るようになるとともに、その予防を心がける

 ことの必要性を理解させる。 

 

 

・これまで習ったことについての理解度を確認させる。 

 

 

・この一年間で学んだことや授業に対する心構えや態度 

 はどうだったかを振り返ることによって今後に役立て

させる。 



授業科目 保 健 単 位 １ 履修対象 普 通 科 学 年 ２ 

  目  標 

  個人及び社会生活における健康・安全について理解を深めるようにし、生涯を通じて  

自らの健康を適切に管理し、改善していくための資質や能力を養う。  

 授業概要 

   クラスの単位で教室での講義方式、グループ単位及び個人による調査・実習（視聴覚機材も利用）  

 

 到達目標 

      個人生活や社会生活における健康・安全に関する事柄に興味・関心を持ち、科学的に思考・判断  

   し、総合的にとらえることができるようにする。 

評価方法   各学期毎の定期テスト・レポート・ノート・授業態度・授業出席状況 

                    授    業    計    画 

 進行     授  業  内  容            目         標 

 

４月～ 

 ６月 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月～ 

１１月 

 

 

 ○オリエンテーション 

Ⅱ単元   生涯を通じる健康 

  １．思春期と健康 

 

 ２．性意識と性行動の選択 

 

 ３．結婚生活と健康 

 

  ４．妊娠出産と健康 

 

 

  ５．家族計画と人工妊娠中絶 

   

６．加齢と健康 

 

７．高齢者のための社会的取り組み 

 

 

 ○期末テスト・ノート提出等 

 

８．保健制度とその活用 

 

 

 ９．医療制度とその活用 

 

 

 

 

１０．医薬品と健康 

 

・２学年で何を学んでいくのか道筋を理解させる。 

 

・思春期の特徴について健康面を中心に理解させる。 

 

・性意識に関する男女の特性、性に関する情報の行動への

影響とそれらへの対処について理解させる。 

・健康な結婚・生活について、心身の発達や本人・家族の

保健の立場から理解させる。 

・受精・妊娠・出産の一連の過程を学習し、胎児や母親の

心身の健康問題、予防や健康のための支援について理解

させる。 

・家族計画の意義や方法について理解させる。 

 

・加齢に伴う心身の健康を、イメージを持って理解させる。 

 

・高齢者の心身の健康を支援するための社会的対策が種々お

 こなわれていることを理解させる。 

 

・これまで習ったことについての理解度を確認させる。 

 

・個人や環境の健康を直接的に、あるいは間接的に支援す 

 るためのものである保健制度を、自分に関わるものとし

て理解させる。 

・必要なときに必要な医療が受けることができるよう、さ

 まざまな医療関係者が養成され、医療機関が設置されて

 いることを理解し、それらが少ない費用で利用できる医

 療保険の仕組みについても理解させる 

・生涯を通じて健康であるために、医薬品の正しい使い方

 や医薬品の有効性や安全性がどのように認められてい

 るのかを理解させる。 

 



 

７月～ 

１１月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２月

～３月 

１１．さまざまな保健活動や対策 

 

 

Ⅲ単元 社会生活と健康 

１.大気汚染と健康 

 

２.水質汚濁、土壌汚染と健康 

 

・生涯を通じて、健康でいきいきと暮らしていくために必

 要となる、生活の質を維持するための個人の努力と社会

 的な対策について理解させる。 

 

・大気をめぐる健康問題について、過去および現在につ

いて説明できるようにする。 

・水質汚濁や土壌汚染はどのように起こり、どのように

健康へ影響するかを、原因物質の例をあげて説明でき

るようにする。 

 

３.健康被害の防止と環境対策 

 

 

 

 

４．環境衛生活動のしくみとはた

   らき 

 

○期末テスト・ノート・レポート提

出等 

 

５．食品衛生活動のしくみと働き 

 

 

 

６．食品と環境の保健と私たち 

 

 

７．働くことと健康 

 

 

 

８．労働災害と健康 

 

 

 

 

 

９．健康的な職業生活 

 

 

 

○レポート作成 

 

・環境汚染を防ぐためのさまざまな社会対策や個人でで

きることなど、そうした取り組みの結果や現状を幅広

く調べ、総合的な対策を考えようとする姿勢を身につ

けさせる。 

 

・ごみ処理と上下水道の整備の現状と仕組みを理解さ

せ、それらの問題点や対策を学ぶ。 

 

・これまで習ったことについての理解度を確認させる。 

 

 

・食品の安全を守るために、行政や食品に携わる業者は

どのような役割をはたしているか、また、自分たちが

担うべき役割は何なのかを理解させる。 

 

・私たち消費者が、安全な食品を確保し、環境を汚染し

 ないために取り組むべき対策について考えさせる。 

 

・働くことが原因で健康を損なうことがあるというこ

と、働くことにかかわる健康問題は働き方の変化とと

もに変わってきていることを理解させる。 

 

・労働者の心身両面にわたる健康の保持増進をはかるた

めに、職場では健康診断が義務づけられていること、

また、より積極的な取り組みも行われていることを理

解させる。 

 

・職場における健康増進活動として、とくにメンタルヘ

ルスケアは重要な課題であり、心と体の健康づくりや働

きやすい職場づくりが展開されていることを学ばせる。 

 

・1年間学んだ内容から、テーマを選びレポートを作成

させる。 

 



 

１２月～ 

  ３月 

 

 

 

○学年末テスト 

 

８．一年間の総まとめと反省 

 

・これまで習ったことについての理解度を確認させる。 

 

・この一年間で学んだことや授業に対する心構えや態度 

 はどうだったかを振り返ることによって今後に役立

てさせる。 

 


